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こ
こ
で
言
う
「
西
学
」
と
は
、「
西
洋
の
学
術
文
化
」
を
指
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
１
７
世

紀
初
頭
に
朝
鮮
半
島
に
伝
来
し
た
、
中
国
経
由
の
「
キ
リ
ス
ト
教
を
含
む
関
連
学
術
文
化
」
を

意
味
す
る
言
葉
、
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
は
、
現
代
の
韓
国
に
も
連
綿
と
し
て
受
け

継
が
れ
て
お
り
、「
現
代
韓
国
」
を
考
え
る
上
で
も
必
要
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
。 

１
７
世
紀
初
頭
に
朝
鮮
半
島
に
伝
来
し
た
キ
リ
ス
ト
教
関
連
学
術
文
化
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
先
行
研
究
が
あ
り
、
筆
者
も
既
に
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
(1)
。
し
か
し
、
現
代
の
「
西
学
」

と
「
１
７
世
紀
以
降
の
西
学
」
と
の
つ
な
が
り
を
念
頭
に
置
い
た
現
地
調
査
は
、
日
本
で
は
管

見
の
及
ぶ
限
り
で
は
見
あ
た
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、「
１
７
世
紀
」
に
始
ま
る
西
学
関
連
施
設
や

遺
址
を
め
ぐ
り
、
同
時
に
現
在
の
キ
リ
ス
ト
教
会
を
も
訪
問
し
て
、
１
７
世
紀
朝
鮮
朝
か
ら
現

代
の
韓
国
ま
で
に
つ
な
が
る
「
西
学
」
の
流
れ
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
本
稿
で
報
告
す

る
現
地
調
査
で
あ
る
。
ま
た
、
筆
者
は
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
意
識
や
状
況
」

に
つ
い
て
既
に
台
湾
や
中
国
で
現
地
調
査
を
行
い
、
報
告
を
行
っ
て
い
る
(2)
。 

今
回
の
こ
の
韓
国
に
お
け
る
調
査
は
そ
の
一
貫
で
あ
り
、
そ
の
作
業
を
通
し
て
、
東
ア
ジ
ア

（
特
に
台
湾
、
中
国
、
韓
国
）
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
を
取
り
巻
く
状
況
や
キ
リ
ス
ト
教
徒
の

意
識
に
つ
い
て
の
比
較
、
検
討
を
行
う
予
定
で
あ
る
た
め
、
所
謂
「
西
洋
的
価
値
観
」
で
あ
る

キ
リ
ス
ト
教
が
ど
の
よ
う
な
形
で
現
代
の
「
東
ア
ジ
ア
」
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ

の
当
事
者
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
ど
の
よ
う
な
意
識
や
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
か
、
な
ど
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
際
、「
現
代
的
課
題
」
と
過
去
の
「
歴
史
的
な
課
題
」
と
の

共
通
点
や
差
異
点
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
現
代
的
課
題
に
向
き
合
う
こ
と
と
し
た

い
。
こ
れ
は
、
歴
史
を
顧
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
解
決
策
が
提
示
で
き
る
の
で
は
、
と
考
え

る
た
め
で
あ
る
。
更
に
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
状
況
を
歴
史
的
時
間
と
い
う
時

系
列
と
、
東
ア
ジ
ア
各
国
の
状
況
と
い
う
地
理
系
列
と
の
複
合
的
な
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
国
の
状
況
を
立
体
的
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
も
目
論
ん
で
い
る
。 

 

こ
れ
ら
が
今
回
の
韓
国
調
査
に
赴
く
際
の
目
的
で
あ
っ
た
が
、
筆
者
自
身
が
初
の
韓
国
調
査

で
あ
っ
た
た
め
、
ど
こ
ま
で
達
成
で
き
た
か
は
今
後
の
進
展
次
第
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
の

訪
問
に
よ
っ
て
、
今
後
の
調
査
に
結
び
つ
く
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
及
び
現
代
韓
国
に

お
け
る
「
西
学
」
研
究
の
状
況
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
を
取
り
巻
く
環
境
の
一
端
に
つ
い
て
は
、

手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
(3)
。 

 

以
上
、
今
回
の
訪
問
研
究
の
目
的
及
び
本
報
告
の
主
旨
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
次
章
で

は
、
本
報
告
で
扱
う
「
西
学
」
と
関
連
す
る
歴
史
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。 

 

一 

韓
国
（
朝
鮮
）
に
お
け
る
「
西
学
」
概
観 

 

韓
国
に
お
け
る
「
西
学
」
と
「
キ
リ
ス
ト
教
」
と
は
、
そ
の
伝
来
当
初
か
ら
一
体
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
１
６
世
紀
末
に
東
ア
ジ
ア
に
到
来
し
活
動
し
た
、
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
（
以

下
、
場
合
に
応
じ
て
「
天
主
教
」
と
す
る
）
の
修
道
会
で
あ
る
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
中
国
に
於
い

て
、
そ
の
活
動
に
協
力
的
な
士
大
夫
等
と
共
に
著
し
た
所
謂
「
漢
訳
西
学
書
」
が
、
韓
国
（
当

時
の
「
朝
鮮
」）
に
、
北
京
に
赴
い
て
い
た
赴
京
使
（
燕
京
使
、
燕
行
使
な
ど
と
も
）
に
よ
っ
て

将
来
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
早
く
は
１
７
世
紀
初
頭
に
「
坤
輿
万
国
全
図
」
や
『
天
主
実
義
』

が
も
た
ら
さ
れ
た
と
さ
れ
、
そ
の
点
に
つ
い
て
も
既
に
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
(4)
。 

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
１
８
世
紀
に
入
っ
た
頃
、
李
瀷
（
字
は
子
新
、
号
は

星
湖
、
１
６
８
１
～
１
７
６
３
）
や
そ
の
門
人
た
ち
（
「
星
湖
学
派
」
）
に
よ
っ
て
本
格
的
な

研
究
が
始
ま
る
。
そ
し
て
李
瀷
の
弟
子
達
に
よ
っ
て
「
漢
訳
西
学
書
」
の
研
究
は
継
続
さ
れ
て

い
き
、
そ
の
結
果
、
李
瀷
の
門
人
は
「
西
学
」
、
と
り
わ
け
天
主
教
に
対
す
る
姿
勢
に
よ
っ
て

大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。一
方
は
天
主
教
教
義
に
傾
倒
し
た「
信
西
派（「
星

湖
左
派
」
）
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
朝
鮮
天
主
教
教
会
を
成
立
さ
せ

る
中
心
に
な
っ
て
い
く
が
、
彼
ら
は
天
主
教
を
学
び
、
信
仰
を
始
め
た
当
初
か
ら
批
判
や
迫
害

に
さ
ら
さ
れ
る
。
そ
の
一
つ
の
原
因
が
、
星
湖
学
派
の
も
う
一
方
で
あ
る
「
攻
西
派
（
「
星
湖

右
派
」
）
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
に
よ
る
、
天
主
教
を
「
邪
教
」
と
す
る
批
判
で
あ
る
。 

李
瀷
自
身
は
、
将
来
さ
れ
た
「
漢
訳
西
学
書
」
に
つ
い
て
「
是
々
非
々
」
の
態
度
で
臨
み
、

た
と
え
「
宣
教
師
で
あ
る
イ
エ
ズ
ス
会
士
」
等
の
著
作
で
あ
っ
て
も
、「
有
用
」
で
あ
る
と
判
断

し
た
著
作
に
つ
い
て
は
肯
定
的
な
評
価
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
「
天
主
教
」
に
対
し
て

そ
の
危
険
性
や
欺
瞞
性
に
つ
い
て
批
判
を
行
っ
た
人
物
と
し
て
は
、
最
初
期
の
弟
子
で
あ
る
慎

後
聃
（「
西
学
弁
」）
以
外
に
は
殆
ど
見
当
た
ら
な
い
(5)
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
星
湖
左
派
の
人
士
を
中
心
に
朝
鮮
の
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教

教
会
で
あ
る
「
朝
鮮
天
主
教
教
会
」
が
設
立
さ
れ
る
が
、
そ
の
過
程
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 
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１
７
８
３
年
に
、
北
京
に
赴
京
使
と
し
て
赴
く
李
東
郁
の
随
員
と
し
て
息
子
の
李
承
薫
が
随
行

し
、
当
時
北
京
で
布
教
活
動
を
行
っ
て
い
た
グ
ラ
モ
ン
神
父
（
中
国
名
は
梁
棟
材
）
か
ら
洗
礼

を
受
け
て
翌
年
に
帰
朝
、当
時
天
主
教
に
傾
倒
し
て
い
た
李
蘖
や
権
哲
身
に
洗
礼
を
施
し
た（
こ

の
三
人
は
「
韓
国
天
主
教
の
三
礎
石
」
と
さ
れ
て
い
る
）
。
し
か
し
、
そ
の
出
発
当
初
か
ら
多

難
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
１
７
８
５
年
に
は
、
天
主
教
徒
の
集
ま
り
が
官
憲
に
発
見
さ
れ
、
中

人
階
級
の
信
者
で
あ
る
金
範
禹
が
刑
死
し
（
乙
巳
事
件
）
、
こ
れ
に
よ
り
一
時
、
天
主
教
徒
に

対
す
る
監
視
の
目
が
厳
し
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
を
受
け
て
、
当
時
、
政
治
的
に
も
学

脈
的
に
も
星
湖
学
派
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
安
鼎
福
は
学
派
の
状
況
を
憂
え
、
天
主
教
に
傾
倒

す
る
同
学
の
士
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
天
主
教
批
判
の
文
章
で
あ
る
「
天
学
考
」「
天
学
問
答
」
を

１
７
８
５
年
に
著
す
こ
と
と
な
る
。 

そ
し
て
、
朝
鮮
に
於
い
て
天
主
教
に
最
初
に
接
触
し
た
人
々
、
つ
ま
り
漢
訳
天
主
教
書
に
接

し
た
知
識
人
（
主
に
両
班
層
）
は
、
そ
の
後
、
様
々
な
教
会
運
営
上
、
教
理
上
の
疑
問
が
噴
出

す
る
に
及
ん
で
１
７
８
９
年
末
と
１
７
９
０
年
末
に
、
北
京
に
信
者
で
あ
る
尹
有
一
を
派
遣
す

る
な
ど
し
た
。
そ
の
際
に
、
北
京
主
教
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
グ
ヴ
ェ
ー
ア
神
父
は
、

祖
先
祭
祀
の
禁
止
を
指
示
し
た
。
こ
れ
は
朝
鮮
儒
教
社
会
の
支
配
階
層
で
あ
っ
た
両
班
層
に
と

っ
て
大
き
な
出
来
事
だ
っ
た
が
、
大
部
分
の
両
班
信
徒
は
祖
先
祭
祀
を
止
め
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
李
瀷
の
死
後
、
１
７
９
１
年
に
珍
山
郡
の
両
班
で
あ
る
尹
持
忠
が
母
親
の
祭

祀
を
止
め
、
位
牌
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
理
由
で
、
親
類
の
権
尚
然
と
共
に
斬
首
刑
を
受

け
る
事
件
が
発
生
し
た
。こ
の
事
件
を
境
に
、星
湖
左
派
で
朝
鮮
天
主
教
教
会
に
関
わ
っ
た
人
々
、

特
に
両
班
階
級
の
人
々
は
激
し
い
政
治
的
な
弾
圧
を
受
け
て
い
く
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
よ
り
以

後
、
李
瀷
が
評
価
し
た
「
実
学
的
性
格
」
を
強
く
持
つ
漢
訳
西
学
書
も
、
天
主
教
と
の
関
わ
り

が
深
い
と
判
断
さ
れ
、
そ
の
研
究
へ
の
圧
力
が
次
第
に
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
天
主
教
（
を
含
む
「
西
学
」）
を
取
り
巻
く
状
況
が
困
難
に
な
る
中
、
１
７
９

３
年
に
は
中
国
人
神
父
で
あ
る
周
文
謨
が
朝
鮮
に
入
り
、
天
主
教
徒
の
信
仰
を
固
め
て
い
く
こ

と
と
な
る
。
が
、
１
８
０
１
年
に
そ
れ
ま
で
蕩
平
策
に
よ
っ
て
星
湖
学
派
の
後
ろ
盾
と
な
っ
て

い
た
正
祖
が
死
去
し
、
純
祖
が
即
位
し
て
起
き
た
天
主
教
に
対
す
る
弾
圧
（
辛
酉
教
難
）
に
よ

っ
て
、
周
文
謨
神
父
を
始
め
、
李
家
煥
、
権
哲
身
、
李
承
薫
、
丁
若
鐘
等
が
斬
首
、
丁
若
鏞
や

丁
若
銓
等
が
流
配
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
両
班
層
に
お
け
る
天
主
教
徒
は
殆
ど
居
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。
以
後
、
朝
鮮
に
お
け
る
天
主
教
教
徒
の
中
心
は
中
人
階
級
に
移
っ
て
い
く
。
こ
の
後
も
、

天
主
教
に
対
す
る
弾
圧
は
１
８
９
６
年
の
西
教
禁
圧
令
の
解
除
に
至
る
ま
で
断
続
的
に
行
わ
れ
、

１
８
４
６
年
に
は
朝
鮮
人
の
最
初
の
司
祭
で
あ
る
金
大
建
神
父
（
１
９
８
４
年
に
列
聖
）
が
、

１
８
６
６
年
の
第
三
次
弾
圧
（
丙
寅
教
難
）
で
は
約
８
０
０
０
人
の
信
者
が
殉
教
し
て
い
る
。 

 

以
上
が
本
報
告
で
言
及
す
る
「
西
学
」
に
関
す
る
主
な
歴
史
で
あ
る
。
こ
れ
ら
「
朝
鮮
天
主

教
教
会
」
及
び
「
西
学
」
関
連
士
人
な
ど
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
以
下
、
今
回
の
訪
問
調
査

に
つ
い
て
報
告
を
行
い
た
い
。 

  
 
 
 
 

二 

「
天
主
教
」
関
連 

 
 

ま
ず
、
最
初
に
、
韓
国
天
主
教
に
関
す
る
報
告
で
あ
る
が
、
現
在
の
韓
国
天
主
教
の
状
況
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。
２
０
０
５
年
の
韓
国
統
計
庁
の
人
口
総
調
査
に
よ
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教

徒
は
総
人
口
比
で
天
主
教
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
が

1
0
.9

%

、
基
督
教
・
改
新
教
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
）
が1

8
.3

%

、
で
あ
り
、
全
人
口
の2

9
.2

%

を
占
め
る
。
こ
れ
は
仏
教
徒
の
総
人
口
比
が2

2
.8

%

で
あ
る
か
ら
宗
教
団
体
と
し
て
は
最
大
で
あ
り
、
現
在
の
韓
国
の
キ
リ
ス
ト
教
会
は
多
く
の
教

徒
を
抱
え
、
且
つ
そ
の
数
を
伸
ば
し
て
い
る
教
会
で
あ
る
、
と
言
え
よ
う
(6)
。 

 

そ
の
キ
リ
ス
ト
教
会
、
特
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
韓
国
に
お
け
る
総
本
山
が
ソ
ウ
ル
に
あ
る

明
洞
聖
堂
（
正
式
名
称
は
「
ソ
ウ
ル
大
司
教
区
主
教
座
聖
母
マ
リ
ア
無
原
罪
の
お
ん
や
ど
り
明

洞
聖
堂
」
）
で
あ
る
。
１
８
９
５
年
に
完
成
し
た
当
初
は
「
鐘
峴
聖
堂
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、

１
９
４
５
年
の
日
本
か
ら
の
独
立
を
機
に
、
「
明
洞
聖
堂
」
と
名
称
を
変
更
し
た
。
こ
の
明
洞

聖
堂
が
建
つ
場
所
は
、
も
と
も
と
、
朝
鮮
天
主
教
教
会
設
立
に
先
だ
っ
て
、
李
承
薫
や
李
蘖
、

権
哲
身
な
ど
が
天
主
教
教
義
を
学
習
す
る
場
と
な
っ
て
い
た
金
範
禹
（
１
７
８
５
年
に
殉
教
）

の
故
居
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
現
在
で
も
韓
国
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
精
神
的
よ
り

ど
こ
ろ
で
あ
り
、
韓
国
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
海
外
か
ら
も
毎
年
多
く
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
が
訪

れ
て
い
る
(7)
。 

 
 
 
 
 
 

 

ソウル明洞聖堂 

 

韓国教会史研究所が入るビル 
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筆
者
が
訪
れ
た
際
に
も
多
く
の
信
者
が
訪
れ
て
お
り
（
前
頁
写
真
上
）、
聖
堂
内
部
で
は
、
信

者
の
方
が
静
か
に
祈
り
を
捧
げ
て
い
た
。
ま
た
、
聖
堂
内
部
に
は
第
一
章
で
言
及
し
た
、
朝
鮮

天
主
教
の
創
立
に
関
わ
っ
た
人
物
の
肖
像
画
等
が
掛
け
ら
れ
て
お
り
（
左
写
真
）、
現
在
の
韓
国

に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
と
、
朝
鮮
天
主
教
教
会
と
の
歴
史
的
つ
な
が
り
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て

い
る
と
言
え
る
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

こ
の
よ
う
に
、
韓
国
に
お
い
て
は
、「
朝
鮮
天
主
教
教
会
」
は
そ
の
ま
ま
「
韓
国
カ
ト
リ
ッ
ク
・

キ
リ
ス
ト
教
」
に
繋
が
る
も
の
と
意
識
さ
れ
、
こ
れ
は
日
本
や
台
湾
、
中
国
と
は
や
や
趣
を
異

に
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
何
故
な
ら
、
中
国
に
於
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
は
１

８
世
紀
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
国
外
へ
の
追
放
を
も
っ
て
途
絶
し
、
日
本
で
も
同
様
に
鎖
国
に
よ

っ
て
徹
底
的
に
そ
の
活
動
は
弾
圧
さ
れ
た
。
ま
た
、
台
湾
の
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
は
、

そ
の
初
発
を
日
本
や
中
国
と
同
じ
よ
う
に
１
７
世
紀
前
半
ま
で
遡
及
で
き
る
が
、
鄭
成
功
の
台

湾
統
治
時
に
追
放
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
後
１
８
５
８
年
の
天
津
条
約
に
よ
っ
て
台
湾
に
お
け

る
信
仰
の
自
由
が
保
障
さ
れ
る
ま
で
は
、見
る
影
も
な
い
。こ
の
よ
う
な
状
況
と
比
較
す
る
と
、

韓
国
の
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
会
の
背
負
う
歴
史
は
大
変
特
徴
的
で
あ
る
。
後
で
も
述
べ

る
が
、
韓
国
に
お
け
る
「
西
学
」
研
究
が
、
常
に
「
現
代
か
ら
の
視
点
」
を
強
く
意
識
し
て
い

る
、
と
感
じ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
「
連
続
性
」
が
そ
の
一
因
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

以
上
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
「
朝
鮮
天
主
教
教
会
」

を
始
め
と
す
る
「
西
学
」
関
連
研
究
の
中
心
で
あ
る
「
韓
国
教
会
史
研
究
所
」
は
、
こ
の
明
洞

聖
堂
の
す
ぐ
そ
ば
に
存
在
し
て
い
る
（
前
頁
写
真
下
）。 

 

こ
の
韓
国
教
会
史
研
究
所
で
は
、
顧
問
で
あ
る
李
元
淳
（
ソ
ウ
ル
大
学
名
誉
教
授
）
先
生
に

現
在
の
韓
国
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
の
状
況
や
西
学
研
究
の
研
究
動
向
及
び
李

元
淳
先
生
ご
自
身
の
研
究
成
果
を
ご
紹
介
頂
い
た
。
ま
た
研
究
所
研
究
室
長
で
あ
る
李
章
雤
先

生
に
は
西
学
研
究
関
連
の
文
献
を
ご
教
示
頂
き
、
そ
れ
は
本
報
告
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、

日
本
で
は
稀
覯
本
に
属
す
資
料
な
ど
も
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
で
調
査
・
閲
覧
、
入

手
し
た
資
料
に
つ
い
て
は
機
会
を
改
め
て
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
西
学
の
流
入
と
朝
鮮
天

主
教
教
会
、
そ
し
て
韓
国
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
会
へ
の
連
続
性
を
関
連
的
に
射
程
に
入

れ
た
研
究
が
日
本
で
は
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
貴
重
な
も
の
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

次
に
、
韓
国
の
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
地
で
あ
る
、
切
頭
山
殉
教
聖
地
と
記
念
館

で
あ
る
。
こ
こ
は
、
第
一
章
で
言
及
し
た
、
１
８
６
６
年
の
丙
寅
教
難
の
際
に
多
く
の
信
者
が

殉
教
し
た
場
所
で
あ
り
、
そ
の
敷
地
の
入
り
口
に
は
、
左
の
写
真
の
よ
う
な
殉
教
者
を
祀
る
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
る
。
こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
見
た
時
、
率
直
に
長
崎
市
西
坂
に
あ
る
「
日
本

二
十
六
聖
人
記
念
館
」
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
よ
く
似
て
い
る
、
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
。
事
実
、 

 
 
 

 
 

金範禹(上)と李蘖(下)の肖像画。 李承薫(上)と金大建神父(下) 

聖地入口の殉教者を祀るモニュメント 

切頭山とはその名の通り、頭を切り落と

された場所を意味している。 
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こ
の
敷
地
内
に
は
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
の
際
に
朝
鮮
半
島
か
ら
連
行
さ
れ
、
長
崎
で
殉
教

し
た
、
３
人
（
聖
パ
ウ
ロ
茨
木
、
弟
の
聖
ネ
オ
茨
木
、
息
子
の
聖
ル
ド
ビ
コ
茨
木
）
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
も
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
つ
な
が
り
を
改
め
て
感
じ
た
瞬
間
で
あ

っ
た
(8)
。
こ
の
記
念
館
の
敷
地
内
に
は
聖
堂
と
博
物
館
が
あ
り
、
韓
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教

の
歴
史
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
敷
地
内
は
ま
た
公
園
の
よ
う
に
も
な
っ
て
お
り
、
様
々

な
オ
ブ
ジ
ェ
が
配
置
さ
れ
て
い
る
（
写
真
左
の
上
）。
そ
の
中
で
も
中
心
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の

が
、
金
大
建
神
父
の
像
で
あ
る
（
写
真
左
の
下
）。 

 
 

 
 

 

こ
の
敷
地
内
に
は
、
よ
く
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
内
部
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
や
絵
画
に
よ
っ
て
示

さ
れ
て
い
る
、
イ
エ
ス
の
生
涯
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
石
碑
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
が
訪
問

し
た
時
に
も
熱
心
に
そ
の
石
碑
を
め
ぐ
る
信
者
の
方
々
を
見
か
け
た
（
写
真
左
）。 

 
 

 

 

右
の
方
々
以
外
に
も
、
大
学
生
か
高
校
生
と
思
わ
れ
る
若
い
人
の
グ
ル
ー
プ
や
幼
稚
園
児
の

グ
ル
ー
プ
（
遠
足
で
あ
ろ
う
）
な
ど
、
様
々
な
年
齢
層
の
信
者
と
思
わ
れ
る
人
々
が
訪
れ
て
お

り
、
現
在
の
韓
国
に
お
け
る
信
者
層
の
広
さ
や
多
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
ま
た
、
写
真
に

は
撮
れ
な
か
っ
た
が
、
気
温
が
１
０
度
に
満
た
な
い
寒
空
の
下
で
、
１
８
６
６
年
の
教
難
の
際

に
犠
牲
に
な
っ
た
神
父
の
像
（
写
真
左
の
上
）
に
跪
い
て
祈
り
を
捧
げ
る
方
や
、
同
じ
く
敷
地

内
に
あ
る
マ
リ
ア
像（
写
真
左
の
下
）の
両
手
の
間
に
頭
を
載
せ
て
祈
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、

そ
の
敬
虔
さ
に
は
頭
が
下
が
る
思
い
で
あ
っ
た
。 

 
 

 

写
真
で
は
確
認
し
に
く
い
が
、
こ
の
マ
リ
ア
像
は
「
韓
服
（
チ
マ
・
チ
ョ
ゴ
リ
）」
を
着
て
お

り
、
韓
国
の
土
地
柄
を
反
映
し
た
マ
リ
ア
像
と
し
て
大
変
興
味
深
い
。
こ
の
よ
う
な
「
地
域
性

を
反
映
し
た
姿
の
マ
リ
ア
像
」
に
つ
い
て
、
筆
者
は
既
に
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
が
（
注
２
所

掲
の
拙
著
）、
こ
の
よ
う
な
韓
国
や
台
湾
に
お
け
る
マ
リ
ア
像
（
写
真
左
）
の
姿
は
、「
宗
教
」

が
「
習
合
」
す
る
一
形
と
見
な
せ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

 

以
上
は
、
朝
鮮
天
主
教
か
ら
韓
国
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
を
概
観
す
る
た
め
に
訪
れ
た

場
所
で
あ
る
。
こ
こ
に
引
き
続
い
て
、
私
は
次
の
訪
問
地
で
あ
る
安
山
市
に
向
か
っ
た
が
、
そ

の
途
中
で
、
い
く
つ
か
の
教
会
に
立
ち
寄
っ
た
。
そ
の
中
で
現
代
の
韓
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト

教
教
会
の
状
況
を
表
し
て
い
る
一
例
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。 

次
頁
の
写
真
が
そ
れ
で
あ
る
が
、案
内
し
て
下
さ
っ
た
弘
益
大
学
の
李
尚
奎
先
生
に
よ
れ
ば
、

ど
ち
ら
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
（
向
か
っ
て
右
側
が
純
福
音
教
会
）
の
教
会
、
左
側
が
改
新
教

（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）の
教
会
に
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
的
な
教
会
と
の
こ
と
で
あ
る
。こ
の
よ
う
に
、

様
々
な
宗
派
の
教
会
が
ほ
ぼ
隣
接
し
て
い
る
状
況
は
韓
国
で
は
珍
し
く
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

敷地内案内板 

金大建神父像 

 

石碑に見入る信者の方々 

神父像とマリア像 

台湾のマリア像（土産品） 

殉教記念館前の教会に立

つ聖母子(マリア)像(韓服) 
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私
が
訪
れ
た
台
湾
や
中
国
で
、
こ
の
よ
う
な
状
況
（
例
）
は
殆
ど
目
に
し
た
こ
と
が
な
く
、
人

口
比
率
で
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
抱
え
る
韓
国
な
ら
で
は
、
と
感
じ
た
。
ま
た
、
こ
の
場
所

の
す
ぐ
近
く
に
は
、
写
真
左
の
下
に
あ
る
よ
う
な
大
変
立
派
な
教
会
（
汝
矣
島
純
福
音
教
会
系
）

も
あ
り
、
人
口
比
率
で
教
会
の
規
模
、
数
、
と
も
に
東
ア
ジ
ア
地
域
で
は
突
出
し
て
い
る
韓
国

教
会
の
現
状
が
窺
え
た
。 

 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
 

三 

「
西
学
」
関
連 

  

次
に
、
第
一
章
で
も
言
及
し
た
、
天
主
教
を
始
め
と
す
る
「
西
学
」
を
本
格
的
に
研
究
し
た

人
物
で
あ
り
、
朝
鮮
に
お
け
る
天
主
教
へ
の
導
き
役
と
な
っ
た
星
湖
李
瀷
に
関
連
す
る
地
で
あ

る
。
李
瀷
が
活
動
の
場
と
し
た
当
時
の
京
畿
道
瞻
星
里
（
現
在
の
安
山
市
）
に
は
、
星
湖
紀
念

館
や
李
瀷
の
墓
地
、
講
学
処
な
ど
が
復
元
さ
れ
、
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
星
湖
紀
念

館
の
学
芸
研
究
員
で
あ
る
鄭
恩
蘭
先
生
に
ご
案
内
頂
い
た
が
、
現
在
の
韓
国
に
お
け
る
李
瀷
は

「
実
学
派
」
の
先
駆
（
開
創
者
）
と
し
て
再
評
価
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
、
そ
の
よ
う
な
流
れ
を

受
け
て
、
こ
の
安
山
市
に
２
０
０
２
年
５
月
、
星
湖
紀
念
館
が
建
設
、
開
館
さ
れ
、
墓
所
や
講

学
処
の
復
元
も
進
め
ら
れ
た
、
と
の
こ
と
で
あ
る
(9)
。 

 

星
湖
紀
念
館
に
は
李
瀷
の
生
涯
だ
け
で
な
く
、
所
謂
「
星
湖
学
派
」、
前
述
し
た
慎
後
聃
や
安

鼎
福
、
権
哲
身
、
丁
若
鏞
な
ど
の
事
跡
も
紹
介
さ
れ
、
近
年
の
李
瀷
に
対
す
る
再
評
価
の
在
り

方
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
鄭
恩
蘭
先
生
に
は
そ
の
他
に
、
近
年
の
「
実
学
派
」
に
対
す
る
再

評
価
が
「
韓
国
の
近
代
化
」
の
理
由
、
裏
を
返
せ
ば
、「
何
故
、
近
代
に
入
っ
て
す
ぐ
に
文
明
化

が
韓
国
で
は
進
ま
な
か
っ
た
の
か
」
と
い
う
関
心
が
歴
史
学
の
方
面
か
ら
集
ま
り
、
そ
れ
は
例

え
ば
李
瀷
の
「
西
学
に
対
す
る
是
々
非
々
の
態
度
」
や
星
湖
学
派
の
丁
若
鏞
が
持
っ
て
い
た
海

外
認
識
の
先
進
性
や
開
明
性
が
、
当
時
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
れ
ば
、
韓
国
の
「
近
代
化
」
は
も

っ
と
進
ん
で
い
た
は
ず
だ
、
と
言
う
主
旨
の
お
話
を
伺
っ
た
。
こ
の
お
話
を
伺
っ
た
当
初
は
、

何
故
、
そ
れ
ほ
ど
「
近
代
化
」
と
い
う
文
脈
に
こ
だ
わ
る
の
か
、
あ
ま
り
明
確
に
理
解
で
き
な

か
っ
た
が
、
そ
の
背
景
は
、
後
述
す
る
慎
後
聃
の
研
究
者
で
あ
る
姜
秉
樹
先
生
の
お
話
に
よ
り

鮮
明
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

以
上
の
よ
う
な
近
年
の
実
学
派
へ
の
再
評
価
を
反
映
し
て
か
、
館
内
の
展
示
物
は
李
瀷
が
属

し
て
い
た
「
南
人
系
老
論
派
」
の
人
物
で
、
特
に
「
実
学
的
関
心
」
を
示
し
て
い
る
資
料
が
多

く
、
こ
の
土
地
が
輩
出
し
た
李
瀷
の
「
実
学
派
的
側
面
」
を
強
く
意
識
さ
せ
た
も
の
と
な
っ
て

い
た
。
当
館
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
拠
れ
ば
、
李
瀷
の
事
跡
に
つ
い
て
近
隣
の
住
民
が
学
ぶ
「
市

民
講
座
」
の
よ
う
な
も
の
が
開
催
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
関
心
の
高
さ
を
窺
わ
せ
た
。 

 

李
瀷
の
墓
所
及
び
講
学
処
は
紀
念
館
か
ら
す
ぐ
の
所
に
あ
り
、
墓
道
な
ど
も
整
備
さ
れ
、
李

瀷
の
墓
所
に
は
夫
人
も
一
緒
に
祀
ら
れ
て
い
た
（
写
真
左
）。 

 
 

 
 

 
 

公園を挟んで右手前と左手奥に

二種の聖堂が見える。 

紀念館から墓所へ 
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こ
の
墓
所
の
す
ぐ
脇
に
講
学
処
が
あ
り
、
訪
問
時
に
は
改
修
工
事
の
た
め
閉
館
中
で
あ
っ
た

が
、
鄭
先
生
の
ご
厚
意
に
よ
り
中
を
拝
見
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
（
左
写
真
：
上
か
ら
、

講
学
処
外
門
、
講
学
処
「
景
湖
齋
」、
祀
堂
で
あ
る
「
瞻
星
祀
」）。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

当
時
の
雰
囲
気
そ
の
ま
ま
、
と
言
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
当
地
の
人
々
の
李

瀷
に
対
す
る
眼
差
し
や
李
瀷
が
学
問
に
励
ん
だ
と
思
え
る
空
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

私
に
と
っ
て
望
外
の
収
穫
で
あ
っ
た
。
こ
の
、
講
学
処
の
景
湖
齋
や
号
で
あ
る
星
湖
に
用
い
ら

れ
て
い
る
「
湖
」
は
、
こ
の
瞻
星
里
の
辺
り
に
李
瀷
が
移
り
住
ん
だ
頃
、
湖
が
あ
っ
た
か
ら
と

言
う
。
李
瀷
は
そ
の
湖
を
埋
め
立
て
て
農
業
を
振
興
し
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
「
重
農
主
義
者
」

と
い
う
一
面
も
持
っ
て
お
り
、
庶
民
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
「
実
学
」
を
重
ん
じ
た
李
瀷
の
視
線

が
何
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
か
が
窺
え
た
。 

 

星
湖
紀
念
館
を
後
に
し
て
、
次
に
向
か
っ
た
の
は
星
湖
学
派
の
領
袖
で
あ
る
安
鼎
福
に
関
す

る
施
設
で
あ
る
。
安
鼎
福
の
講
学
処
は
安
山
市
か
ら
車
で
一
時
間
ほ
ど
行
っ
た
京
畿
道
広
州
市

に
あ
る
。
安
鼎
福
講
学
処
に
到
着
し
た
時
刻
が
遅
か
っ
た
た
め
か
、
内
部
の
拝
観
は
叶
わ
ず
、

外
か
ら
の
み
の
撮
影
と
な
っ
た
（
写
真
左
。
上
は
全
景
、
下
は
正
門
）。 

 

 

し
か
し
、
こ
の
安
鼎
福
講
学
所
前
に
設
置
さ
れ
て
い
る
石
碑
の
文
章
（
左
写
真
）
か
ら
判
断

す
る
と
、
１
９
９
５
年
に
こ
の
講
学
所
は
完
成
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
安
鼎
福
を
始
め
と
す

る
「
安
氏
」
一
族
へ
の
崇
敬
の
念
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
但
し
、
安
鼎
福
は
「
星

湖
学
派
」
の
な
か
で
も
「
西
学
批
判
派
（
攻
西
派
）」
と
認
識
さ
れ
て
い
る
た
め
、
先
の
「
星
湖

紀
念
館
」
で
見
た
よ
う
な
近
年
の
「
実
学
派
再
評
価
」
と
は
ま
た
別
の
文
脈
で
顕
彰
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。 

 
 

 

以
上
が
、
今
回
「
西
学
」
に
関
連
し
て
訪
問
し
た
地
で
あ
る
。
韓
国
に
お
け
る
「
西
学
」
の

流
れ
を
駆
け
足
で
訪
れ
た
が
、
各
所
で
「
現
地
訪
問
」
し
な
け
れ
ば
難
し
い
で
あ
ろ
う
発
見
や

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
る
な
ど
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
現
地
訪

問
で
得
た
財
産
を
、
今
後
の
「
文
献
研
究
」
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
、
そ
れ
は
宝
の
持
ち
腐
れ
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
も
、
韓
国
に
お
け
る
調
査
の
最
後

に
、
一
章
で
言
及
し
た
、「
西
学
」
に
対
し
て
最
初
期
に
先
鋭
的
な
批
判
を
加
え
た
慎
後
聃
の
研

究
者
で
あ
る
、
韓
国
学
中
央
研
究
院
の
姜
秉
樹
先
生
に
伺
っ
た
お
話
は
大
変
示
唆
に
富
む
も
の

で
あ
っ
た
。
以
下
は
、
姜
先
生
に
伺
っ
た
話
を
私
な
り
に
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。 

ま
ず
、
慎
後
聃
に
対
す
る
現
代
の
韓
国
に
お
け
る
歴
史
的
評
価
に
つ
い
て
伺
っ
た
が
、
姜
先

生
は
次
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
慎
後
聃
の
「
西
学
弁
」
に
お
け
る
「
西
学
批
判
」
が
大
変

鋭
か
っ
た
た
め
、
朝
鮮
で
そ
の
後
、
実
学
派
が
育
た
ず
、
韓
国
の
近
代
化
が
遅
れ
た
一
因
と
な

っ
た
、
と
捉
え
る
研
究
者
も
い
る
。
例
え
ば
、
歴
史
学
者
（
科
学
思
想
の
研
究
者
）
た
ち
は
慎

後
聃
の
発
想
を
「
前
近
代
的
」
と
し
て
否
定
的
な
評
価
を
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
西
学
（
実
学
）」

の
発
展
す
る
可
能
性
を
絶
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
評
価
で
あ
る
」
と
。
こ
の
点
に
対
し
て
私

は
、「
そ
れ
は
あ
ま
り
に
現
代
か
ら
の
視
点
と
い
う
意
識
が
強
す
ぎ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
慎

後
聃
の
行
っ
た
批
判
が
、
西
学
の
矛
盾
点
を
つ
く
、
鋭
く
か
つ
深
刻
な
内
在
的
批
判
と
い
う
特

徴
を
持
つ
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
点
は
彼
の
思
想
性
の
先
進
さ
や
見
識
を
評
価
す
る
べ

き
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
」
と
申
し
上
げ
た
。
こ
の
私
の
無
遠
慮
な
応
答
に
対
し
て
姜
先
生
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は
、「
本
来
そ
う
で
あ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
「
勝
っ
た
国
だ
か
ら
こ
そ
の
発

想
」
で
も
あ
る
の
で
す
」
と
お
答
え
に
な
っ
た
。
私
は
こ
の
お
答
え
の
中
に
、
韓
国
に
お
け
る

歴
史
研
究
の
難
し
さ
、
独
特
さ
を
感
じ
た
。
と
同
時
に
、
先
に
述
べ
た
星
湖
紀
念
館
の
鄭
恩
蘭

先
生
の
お
っ
し
ゃ
っ
た
、「
実
学
派
」
が
再
評
価
さ
れ
る
文
脈
が
「
近
代
化
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
と
共
に
語
ら
れ
る
理
由
に
つ
い
て
も
諒
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

た
だ
し
、
姜
先
生
と
の
お
話
し
を
通
し
て
、
慎
後
聃
に
関
す
る
資
料
か
ら
汲
み
取
れ
る
「
歴

史
事
実
」
の
分
析
に
つ
い
て
は
共
通
の
認
識
で
あ
り
、
彼
が
何
故
、
当
時
あ
れ
だ
け
の
「
批
判
」

が
で
き
た
の
か
、
何
を
意
図
し
て
行
っ
た
の
か
、
等
に
つ
い
て
は
意
見
の
一
致
を
見
た
。
尐
な

く
と
も
、
慎
後
聃
は
「
西
学
は
国
家
（
も
し
く
は
儒
学
）」
に
と
っ
て
危
険
で
あ
る
と
判
断
し
た

た
め
に
、
あ
れ
ほ
ど
の
批
判
を
行
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
学
問
的
誠
意
、
該
博
且
つ
深
い
分
析

力
は
高
く
評
価
す
る
に
値
す
る
、
と
の
意
見
に
つ
い
て
は
異
論
が
な
か
っ
た
(10)
。 

  
 
 
 
 

お
わ
り
に 

 
 

以
上
が
今
回
韓
国
で
行
っ
た
訪
問
調
査
の
概
要
で
あ
る
が
、
実
際
に
韓
国
の
教
会
の
状
況
な

ど
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代
韓
国
の
人
々
の
信
仰
（
思
い
）
を
肌
身
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
何
よ
り
の
収
穫
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
星
湖
李
瀷
を
始
め
と
す
る
「
実
学
派
」
に
対

す
る
評
価
の
動
向
も
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
慎
後
聃
一
人
を
と
っ
て
も
、
様
々
な
「
研
究
の
視

点
（
ア
プ
ロ
ー
チ
の
観
点
）」
が
あ
り
、
そ
れ
ら
韓
国
に
お
け
る
研
究
界
の
視
点
の
有
り
よ
う
が

何
を
意
味
す
る
の
か
、
と
い
う
研
究
も
成
り
立
つ
よ
う
に
思
え
た
。
そ
れ
は
、
恐
ら
く
「
歴
史

認
識
」
と
し
て
現
代
の
日
本
や
韓
国
、
そ
し
て
中
国
な
ど
と
の
関
係
に
横
た
わ
る
問
題
を
解
決

す
る
糸
口
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
本
稿
が
最
終
的
に
意
図
し
て
い
る
目
的
と

そ
う
離
れ
て
は
い
な
い
。 

 

韓
国
教
会
史
研
究
所
で
李
元
淳
先
生
に
、
「
韓
国
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
何
故
「
ア
ジ
ア
の
奇

跡
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
人
口
比
率
で
多
い
の
で
し
ょ
う
か
」
と
不
躾
に
も
伺
っ
た
際
、
先
生

は
率
直
に
「
一
筋
縄
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
に
と
っ
て
も
と
て
も
難
し
い
問
題
で
す
」
と
お
答

え
に
な
っ
た
。 

 

韓
国
に
お
け
る
「
西
学
」
と
は
、
歴
史
的
な
事
実
を
分
析
す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
の

韓
国
を
考
え
る
上
で
も
、
大
き
な
研
究
テ
ー
マ
で
あ
り
続
け
る
で
あ
ろ
う
事
を
確
信
し
た
現
地

調
査
で
あ
っ
た
。 

 

注 （
１
）
朝
鮮
の
西
学
や
星
湖
学
派
、
天
主
教
に
つ
い
て
は
以
下
の
研
究
を
参
照
し
た
。
李
能
和

氏
『
朝
鮮
基
督
教
及
外
交
史
』（
朝
鮮
基
督
教
顕
彰
社
、
昭
和
３
年
、
韓
国
学
研
究
所
、
１
９
７

７
年
復
刻
）、
閔
庚
培
氏
『
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
史
』（
澤
正
彦
訳
、
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
１

９
７
４
年
）、
柳
東
殖
氏
『
韓
国
の
キ
リ
ス
ト
教
』
東
洋
叢
書
５
、
東
京
大
学
出
版
会
、
１
９
８

７
年
）、
李
元
淳
氏
「
朝
鮮
後
期
儒
学
知
識
人
の
西
教
認
識
と
受
容
の
特
性
‐
比
較
文
化
論
の
糧

と
し
て
‐
」（
『
自
然
法
と
文
化
』
水
波
朗
・
稲
垣
良
典
・
阿
南
成
一
編
集
、
創
文
社
、
２
０
０

４
年
、
所
収
）、
姜
在
彦
氏
『
姜
在
彦
著
作
選
第Ⅳ

巻 

朝
鮮
の
西
学
史
』（
姜
在
彦
著
、
鈴
木

信
昭
訳
、
明
石
書
店
、
１
９
９
６
年
）、
鈴
木
信
昭
氏
「
李
氏
朝
鮮
に
於
け
る
天
主
教
受
容
時
の

中
人
層
の
役
割
」（『
東
洋
大
学 

東
洋
史
研
究
報
告Ⅱ

』、東
洋
大
学
文
学
部
史
学
科
研
究
室
、

１
９
８
３
年
）、「
李
朝
正
祖
期
に
お
け
る
天
主
教
の
布
教
状
況
に
関
す
る
一
考
察
‐
乙
巳
・
珍

山
両
事
件
の
間
を
中
心
と
し
て
‐
」（
『
史
苑
』
第
４
３
巻
第
２
号 

立
教
大
学
史
学
会
、
１
９

８
４
年
）、「
正
祖
一
五
年
の
辛
亥
教
難
に
つ
い
て
‐
珍
山
事
件
と
中
人
信
徒
の
動
向
を
中
心
に

し
て
‐
」（
『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
４
４
集
、
史
学
科
編
、
東
洋
大
学
、
１
９
９
０
年
）、

「
朝
鮮
に
お
け
る
周
文
謨
神
父
の
天
主
教
布
教
に
つ
い
て
」（
『
東
洋
大
学
東
洋
史
研
究
報
告
』

４
、
東
洋
大
学
、
１
９
８
８
年
）、
「
李
氏
朝
鮮
天
主
教
史
小
考
」
（
『
歴
史
と
地
理
』
５
３
１
、

山
川
出
版
社
、
２
０
０
０
年
２
月
）
他
。
ま
た
、
拙
著
「
星
湖
学
派
の
天
主
教
理
解
に
つ
い
て

‐
中
国
明
末
期
と
の
比
較
を
通
し
て
‐
」（
『
中
国
哲
学
論
集
』
第
28
・
29
合
併
号
（
九
州
大

学
中
国
哲
学
研
究
会
、
平
成
１
５
年
１
０
月
）
を
参
照
。 

（
２
）
拙
著
「
台
湾
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
宗
教
意
識
に
関
す
る
一
考

察
（
一
）
‐
祖
先
祭
祀
を
め
ぐ
る
問
題
‐
」『
北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』
第
41
号
、

２
０
０
８
年
１
月
）、「
台
湾
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
宗
教
意
識
に
関
す

る
一
考
察
（
二
）
‐
「
天
后
聖
母
」
に
つ
い
て
‐
」（
『
北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』

第
42
号
、
２
０
０
９
年
１
月
）、「
現
代
中
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
状
況
に
関
す
る
一
考
察

（
一
）
‐
寧
波
、
上
海
地
区
を
例
と
し
て
‐
」（
『
北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』
第

43
号
、
２
０
１
０
年
１
月
） 

（
３
）
今
回
の
訪
問
調
査
に
関
連
し
て
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
特
に
お

名
前
と
所
属
を
記
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
、
筆
者
の
韓
国
に
お
け
る
訪
問
調
査
の
意
義

を
評
価
し
、
招
聘
し
て
下
さ
っ
た
、
京
畿
大
学
教
授
で
あ
る
南
相
虎
先
生
。
ま
た
、
南
先
生
の

都
合
が
つ
か
な
く
な
っ
た
際
、
快
く
現
地
で
の
訪
問
調
査
に
協
力
、
案
内
下
さ
っ
た
同
じ
く
京

畿
大
学
教
授
で
あ
る
李
在
範
先
生
や
西
江
大
学
教
授
で
あ
る
鄭
址
郁
先
生
。
安
山
市
の
星
湖
紀
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念
館
や
広
州
市
の
安
鼎
福
講
学
処
な
ど
、
広
範
囲
に
わ
た
る
「
西
学
」
関
連
施
設
を
案
内
下
さ

っ
た
弘
益
大
学
校
講
師
で
あ
る
李
尚
奎
先
生
。
現
在
の
韓
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
状
況
や

研
究
資
料
に
つ
い
て
詳
細
に
御
説
明
頂
い
た
、
韓
国
「
西
学
」
研
究
の
権
威
で
あ
り
ソ
ウ
ル
の

韓
国
教
会
史
研
究
所
顧
問
（
ソ
ウ
ル
大
学
校
名
誉
教
授
）
で
あ
る
李
元
淳
先
生
、
及
び
研
究
室

長
で
あ
る
李
章
雤
先
生
。
安
山
市
星
湖
紀
念
館
の
研
究
員
で
あ
る
鄭
恩
蘭
先
生
。
そ
し
て
現
代

の
韓
国
に
お
け
る
「
西
学
」
研
究
者
（
専
門
は
慎
後
聃
）
で
あ
り
、
韓
国
学
中
央
研
究
院
（
前

身
は
韓
国
精
神
文
化
研
究
所
）
百
科
辞
典
編
纂
研
究
室
長
で
あ
る
姜
秉
樹
先
生
。
最
後
に
今
回

の
韓
国
訪
問
に
あ
た
っ
て
様
々
に
有
益
な
助
言
を
頂
い
た
富
山
大
学
人
文
学
部
教
授
で
あ
る
鈴

木
信
昭
先
生
。
こ
の
方
々
の
協
力
、
支
援
無
し
に
今
回
の
訪
問
調
査
は
実
行
で
き
な
か
っ
た
。

改
め
て
謝
意
を
表
し
て
お
き
た
い
。 

（
４
）
注
１
で
挙
げ
た
ほ
か
、
鈴
木
信
昭
氏
の
「
朝
鮮
に
伝
来
し
た
漢
訳
天
主
教
書
‐
一
八
〇

一
年
辛
酉
教
難
の
時
期
ま
で
‐
」（
『
朝
鮮
学
報
』
第
百
五
十
四
輯
、
朝
鮮
学
会
、
１
９
９
５
年
）

が
特
に
参
考
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
第
二
章
に
つ
い
て
は
注
１
で
挙
げ
た
文
献
等
を
参
考
に
作

成
し
て
い
る
。 

（
５
）
こ
の
慎
後
聃
や
後
出
の
安
鼎
福
の
天
主
教
批
判
に
つ
い
て
は
、
注
１
に
あ
る
姜
在
彦
氏

の
著
作
や
拙
著
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。 

（
６
）
こ
の
点
に
つ
い
て
鈴
木
信
昭
氏
は
、「
『
一
九
九
七
年
版
韓
国
統
計
年
鑑
』（
一
九
九
八

年
度
版
も
全
く
同
じ
数
字
）
は
一
九
九
五
年
の
韓
国
統
計
庁
に
よ
る
『
人
口
住
宅
総
調
査
報
告

書
（
全
国
篇
）』
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
資
料
を
作
成
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
儒
教
は
２
０
（
原
文

は
２
０
０
）
万
人
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
注
１
所
掲
『
歴
史
と
地

理
』
５
３
１
）
。
こ
れ
は
、「
儒
教
徒
で
あ
る
こ
と
」
を
自
覚
し
て
い
る
人
の
尐
な
さ
を
示
し
て

い
る
が
、
他
方
で
「
儒
教
」
が
「
特
定
の
宗
教
」
と
言
う
よ
り
、「
伝
統
文
化
・
精
神
」
と
し
て

深
く
根
付
い
て
い
る
証
左
で
あ
る
と
言
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。「
儒
教
の
国
」と
称
さ
れ
る
韓

国
に
お
け
る
、キ
リ
ス
ト
教
と
儒
教
の
関
係
を
考
察
す
る
上
で
、非
常
に
有
益
な
指
摘
で
あ
る
。

ま
た
、
２
０
０
５
年
の
統
計
調
査
に
拠
れ
ば
、「
儒
教
徒
」
と
答
え
た
人
は
「
１
０
万
人
強
」
で

あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
「
教
徒
意
識
」
は
薄
い
と
言
え
る
。
ま
た
、
金
哲
秀
「
韓
国
に
お
け
る
宗

教
分
布
の
特
性
と
韓
国
人
の
宗
教
性
‐
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
を
中
心
に
‐
」
（
全
炳
昊
訳
『
仏

教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
第
八
号
、
仏
教
大
学
総
合
研
究
所
、
２
０
０
１
年
３
月
）
も
、
こ

の
点
に
つ
い
て
非
常
に
参
考
に
な
る
。 

（
７
）
以
下
、
韓
国
天
主
教
に
つ
い
て
は
、
明
洞
聖
堂
（
ソ
ウ
ル
市
中
区
明
洞
２
街
１
番
地
）

の
Ｈ
Ｐ
（h

ttp
://w

w
w

.m
d

sd
.o

r.k
r/

）
や
韓
国
天
主
教
発
祥
の
地
を
紹
介
し
た
「
天
真
菴
聖

地
」
の
Ｈ
Ｐ
（h

ttp
://o

ld
.ch

o
n

jin
a
m

.o
rg

/

）
等
も
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
８
）
切
頭
山
天
主
教
聖
地
及
び
博
物
館
（
ソ
ウ
ル
市
麻
浦
区
合
井
洞
９
６
‐
１
）
に
関
し
て

は
Ｈ
Ｐ
（h

ttp
://w

w
w

.je
o
ld

u
sa

n
.o

r.k
r/

）
を
参
照
。
一
部
に
つ
い
て
は
日
本
語
で
も
紹
介
さ

れ
て
い
る
。 

（
９
）
星
湖
学
派
に
つ
い
て
は
注
１
所
掲
の
姜
在
彦
氏
著
書
及
び
拙
著
を
参
照
。
ま
た
星
湖
紀

念
館
（
京
畿
道
安
山
市
常
緑
区
星
湖
キ
ル
１
６
３
）
に
つ
い
て
は
、
Ｈ
Ｐ
（h

ttp
://se

o
n

g
h

o
. 

ia
n

sa
n

.n
e
t/

）
が
参
考
に
な
る
。 

（
10
）
こ
の
他
に
一
例
と
し
て
、
私
は
、「
慎
後
聃
と
安
鼎
福
は
交
流
を
避
け
て
い
た
よ
う
に

見
え
る
の
で
す
が
、
姜
先
生
は
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。
当
時
の
李
瀷
の
文
章
を
見
る
と
、

李
瀷
は
安
鼎
福
に
慎
後
聃
を
「
経
学
者
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
両
者
の
交

流
の
痕
跡
が
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。
何
故
そ
の
よ
う
な
痕
跡
が
残
っ
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

尐
な
く
と
も
両
者
は
「
西
学
（
天
主
教
）
批
判
」
と
い
う
点
で
は
同
じ
傾
向
を
持
ち
ま
す
し
、

安
鼎
福
の
天
主
教
批
判
の
文
章
（「
天
学
考
」）
に
は
慎
後
聃
の
批
判
を
敷
衍
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
個
所
が
散
見
し
ま
す
」
と
質
問
を
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
姜
先
生
は
「
私

も
そ
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
安
鼎
福
に
と
っ
て
慎
後
聃
は
い
わ
ば
「
兄
弟
子
」
に
あ
た
る
人
で

す
が
、
あ
ま
り
相
性
が
良
く
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
安
鼎
福
は
、
慎
後
聃
の

父
の
葬
式
に
は
出
席
し
て
い
る
の
で
、
全
く
関
係
を
絶
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
」

と
お
答
え
に
な
っ
た
。
星
湖
学
派
の
人
々
も
、
そ
の
よ
う
な
「
人
間
ら
し
さ
」
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
文
献
史
料
か
ら
当
時
の
人
々
が
立
ち
上
が
っ
て
く
る
、
そ
ん
な
思
い
が
し
た
一
瞬
で

あ
っ
た
。 

   

・
本
報
告
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
「
若
手
研
究
（
Ｂ
）」（
研
究
課
題
番
号
１
９
７

２
０
０
１
１
「
東
ア
ジ
ア
の
宗
族
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
影
響
‐
儒
教
規
範
に
基
づ

く
家
族
規
範
を
中
心
に
‐
」）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
一
五
日 

受
理
） 
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